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製紙プロセスのウェットエンドにおける繊維とフィラーの表面電荷

（ゼータ電位）は、非常に重要なパラメーターです。その情報を取

得する唯一の方法は、 FPA touch! などのラボ用装置で評価され

ていました。 繊維と相互作用すると思われる添加剤の異なる添加

点前後のゼータ電位を評価する繊維ゼータ電位計は、機能的で

効率的なプロセスに不可欠であり、最終的には完成品の品質に大

きな影響を与えます。 ラボ装置の欠点は、マシンでサンプルを採取

し、それらをラボに運びテストを行うため、時間がかかることです。 

FPO オンライン繊維ゼータ電位計を使用すると、プロセスに直接

接続されている装置が利用可能で、これによりリアルタイムデータ

が配信されます。

繊維ゼータ電位計

紙や板紙のゼータで電位を自動で正確に評価する革新的

なオンライン測定装置

FPO

• 全自動操作 

（サンプリング、測定、洗浄）

• 統合されたスイッチ、独立したサンプリング

ポイント

• 6ｶ月間までメンテナンス不要

• 高い正確性と再現性

• 標準インターフェースによるデータ転送プロ

セス制御システムへ 

（オプション：webサーバーへデータ保存）

• 材料、時間、電力の節約

• 化学薬品供給者

• 製紙メーカー

• 板紙メーカー

• マシンメーカー

利点

ユーザー

基礎原理
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オンライン装置は、ラボ用の確立された測定原理を使用します。装

置は、2つの異なるポイント（たとえば、添加ポイントの前後）でサン

プルを採取できます。これにより、1時間あたり3回の測定と添加ポ

イントが可能になります。 

測定は完全に自動で機能し、装置のクリーニングも同様に機能し

ます。ヒトの労力は必要ありません。 データは、プロセス制御システ

ムに送信することも、必要に応じてインターネットサーバーに送信

することもできます。これにより、場所に依存しないデータの評価

が可能になります。 

   マシンチェスト前後のゼータ電位分析

   結果表示（例）

添加前 添加後

ミキシングチェスト

紙と板紙生産のウエットエンド

プロセスの最適化

生産の最適化

研究開発

品質保証

トラブルシューティング

繊維の電荷（繊維のゼータ電位）、流動電位と導電率

正確性   約 ±5 %

データ保存  約 100,000 測定 (少なく元 3 years)

測定間隔  調整可能、自動洗浄に依存、 

   最大1時間に6回 

   （チャンネルごとに３回）

装置寸法  175 x 60 x 41 cm (H x W x D)

装置重量  約 160 kg

電源   100-240 VAC, 50/60 Hz 

リンス水供給　  最小で2 bar 

オプションの洗浄に　 最小で5 bar 

圧縮空気  最小で6 bar

メンテナンス間隔 6カ月毎推奨

FPO 繊維ゼータ電位計

測定

技術データ

利用範囲

例

特徴


